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新規就農に向け、技術支援・資金確保などワンストップサポート体制の構築
サポート体制構築事業の取組事例 JAおやま新規就農塾推進協議会（栃木県）

○いちご産地の維持発展のため、新規就農者の募集・研修・就農・定着に向け、就農検討段階の相談
から、レベルに応じた就農前の技術研修や就農後の営農、生活支援を一貫して実施していく体制を
整備。

○関係機関（県・市町・市町農業委員会・JA）の役割を明確にした体制の構築。
〇県農業大学校とちぎ農業未来塾の受講を併用し、幅広い知識や技術を習得できる研修体制を整備。

新規就農者や研修生の声

【位置図】

取組前 取組内容 取組後(成果) 【サポート体制】
【課題】
○高齢化に伴い、農業者の減
少及び担い手不足

○新規就農希望者は増えてい
るが、新規就農者の受入体
制が未整備

○農業経験がない人にとって
栽培技術や経営ノウハウの
習得が困難

○R５年度は、農作業体験会や
就農相談会、受入農家研修
を実施

○「農業マイスター」を設置
するなど研修体制の整備を
行い、研修生の受入を開始

○研修生確保のため、リーフ
レットやチラシを作成

○必要なことを一つ一つ丁寧に教えていただき、自分だけでなく、家族の
将来も見据えた温かいご指導をいただいた。

○若い人たちの新規就農希望者が増えてきて非常にありがたい。

【問合せ先】JAおやま新規就農塾推進協議会
TEL：0285-33-4321
E-mail：nougyousien@ja-oyama.or.jp
HP:

サポート体制構築事業 活用年度：令和５年度

【新規就農者数】
令和4年度・・・18名
令和5年度・・・16名
令和6年度・・・28名

【研修生数（いちご）】
令和5年度・・・1名
令和6年度・・・2名
令和7年度・・・2名

○今後は受入品目の拡充等、
研修体制の充実化を図る。

栃木県

JAおやま新規就農塾推進協議会構成員
(小山市､下野市､野木町､市町農業委員会､
栃木県下都賀農業振興事務所､小山農業協同
組合(事務局)）
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